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今年の猛暑に想う

9　月　号

9月の主な予定

  1日(日) 家族ぐるみ朝参詣日（1座）

  2日(月) 弘通促進口唱会 10:00～
  8日(日) 竜の口法難報恩終日口唱会

 10:00～16:00

12日(木) 交流激励助行 10:30～
14日(土) 合同教区総講 10:30～
16日(月・祝) 敬老大会 10:30～
21日(土) 夜の住職御講 19:00～
22日(日) 秋季過去帳入総講 10:30～
23日(月・祝) 寝屋川墓地回向 11:30～
29日(日) 寺内清掃

花言葉…誠実・正義

FLOWER SHOP

い ち ご や
豊中市北桜塚２－４－３－２

TEL/FAX 06-6846-5887
定休日 毎火曜

営業時間 AM9:00~PM7:00
E-mail:ichigo-ya@par.odn.ne.jp

15年連続特A受賞
いわて純情米　ひとめぼれ

エトレ豊中　1F

☆おにぎり・和総菜の専門店です
☆お米も販売しています（2kg／5kg）

五飯
TEL=06ー4865ー5858

〒561-0885　大阪府豊中市岡町10番1号
TEL（06）6841-2021　FAX（06）6841-2022
E-mail：kpc@kitapri.com
URL http://www.kitapri.com

ありとあらゆる印刷物のご用命は…
企画・デザイン・総合印刷

Full service printing at Its best
豊中市岡の上町4－1－7 パヴィヨン豊中B1F
阪急宝塚線豊中駅から国道を南へ徒歩７分

消防本部の向かい
★駐車場あり（店舗裏３台）

★店内禁煙（テラスに禁煙スペースあり）
不定休

TEL&FAX 06－6848－3568

（　　　　  　　　　　）

清風寺高祖会団参のお知らせ清風寺高祖会団参のお知らせ

　今年の夏は、異常な程に気温が上がっ

た。日本でも高知県の四万十市では、観

測以来の記録を破る 40℃を超える日が

あった。豊中も、それをわずかに下回る

猛暑日が続いた。以前は、30℃を超える

日こそがまれだった…と、昭和の夏をふ

り返って、感想をもらす。

　気温の上昇は、急激になったものでは

ない。昭和から平成にいたり、じわりじ

わりといつの間にか 30℃を超える日が

増え続け、それが当り前になっていた。

ある実験を思い出す。蛙を熱湯に放り込

めば、急激な温度の変化に驚いて飛び出

せる。ところが、ビーカーの常温水に蛙

を入れそれを熱していくと、蛙はそのま

ま茹でられ死んでしまうのだという。

ゆったりした温度の上昇に、飛び出す機

会を失った結果である。

　日本の気候は、どうなっていくのだろ

うか。異常気象、地球温暖化。これまで言

葉は頻繁に耳にしてきたが、体感してみ

ると他人事とは思えない。都会のヒート

アイランド現象、熱中症の患者の急増、

クーラーなしでは生活もできず不眠症

にまでなりかねない現実。これに、即

座に対応し根本的な解決を図ること

は難しいであろうと素人でも考える。

　これまで長い時間をかけて地球の平

均気温は変化してきた。しかし、産業革

命から凡そ 200 年、急激に平均気温が

上昇した。この変化は、生態系へ痛烈な

打撃を与え、種の存続も危うくなるもの

がでてきているという。これは、万物の

霊長と言われる人間の、地球全体に与え

た悪業ではないのか。便利な世の中にな

り、快適な生活ができているのも、この

恩恵には違いない。しかし、常に成長発

展を目的とする資本主義経済。この考え

方に歯止めをかけ、限られた資源、限ら

れた環境の地球と、共存していく考え方

こそ今必要なのであろう。即座に温暖化

を解決することはできないに違いない。

それでも、人間の限りない欲望に歯止め

をかけることが、その根本的な解決であ

ろうと考える。「少欲知足」み仏は、そう

教えられた。

（岡田　淳恩）

来たる平成 26 年 5月の清風寺開筵式には全国よりたくさんの
参詣者が来られます。その予行演習を 10 月の高祖会で行いま
すので、誘い合って賑やかにお参詣させていただきましょう。

9月の花  りんどう

◆壮年会 14日（土）18:00（本堂）
◆婦人会 豊中１ 9日（月）13:00
 豊中２ 11日（水）10:00
 豊中３ 10日（火）10:00
 豊能１ 10日（火）13:00
 豊能２ 9日（月）10:00
    （いずれも会館下）
　一斉口唱会　21日（土）9:30
◆青年会・薫化会合同御講
 15日（日）　10:30（本堂）

教養各会御講

先月よりはじまりました、開
導聖人ご生誕二百年慶讃御奉
公ポイント制。500ポイント
を貯めた方からこの肩章を授
与させていただきます。5年
後には数多くの信者さんがこ
の襷をかけて晴れの慶讃法要
を迎えられますよう、皆さん
互いに励ませていただきま
しょう。

第18回 敬老大会のご案内

9月16日（月・祝）

　　　　　受付　9時30分より

１部式典 10：30～
２部清興 12：00～

楽しい演目で

　　楽しい１日を!

御奉公ポイント制・肩章が出来ました御奉公ポイント制・肩章が出来ました

  

所　感。

　ありがとうございます。去る8月3・4
日の開導会ではそれぞれにお参詣ご奉公
をいただき、ありがとうございます。土
曜日の座。東日本大震災チャリティーの
納涼大会。そして日曜日、信要会幹事
長・岡居日長導師と宗務総長・木村日覚
導師をお迎えしての１・２座。両日とも
素晴らしい晴天のお計らいのもと、無事
ご奉修いただきました。残念ながら参詣
目標の達成はできませんでしたが、猛暑
の中での皆さんのご奉公には本当に随喜
申し上げる次第です。

　さて唯識の教えに一水四見（いっすい
しけん）という教え、譬（たと）えがあ
ります。（多少、表現の仕方に諸説あり
ます）この話は、天人がその水を見ると、
瑠璃の鏡に見え、我々人間が見ると、飲
み水に見えます。そして魚たちが見ると、
自分たちの住みかと見えるのですが、餓
鬼が見ると、水が油となり炎と見えてし
まう。このように、同じ水でも見る者に
よって全く違ったものとして写し現れる。

　このぶろぐもそうですが、色々な記録
を残しそれぞれにご奉公の喜びを感得し、
噛みしめていただきたい。各項目におい
て「あの時こんなご奉公をさせて貰った
なぁ・・・そういえばこんなご奉公だっ
たなぁ・・・あの時たいへんだったけど
良かったなぁ・・・あの人と一緒に頑
張ったなぁ・・・」と随喜を噛みしめご
奉公の糧としての記録。皆さんだけのオ
リジナルのご奉公の証しを記していただ
きたいのです。そうやって随喜感激の中、
ご奉公を進めていただきたいのです。本
当に賛否両論。立場が変われば皆さん色
んな見方や意見も様々かと存じますが、
日ごろ慣れっこになったご奉公を。コナ
シてしまいがちなご奉公を見つめなおす。
「そういう機会なんだ」とそのように、
このポイント制を活かしてもらえればと。
私的なネライ、所感はそこにあります。
どうぞ長い独り言になりましたが皆さん
だけが積めるオリジナルのご奉公、みん
なで功徳の花を咲かせてみませんか。

　また、ご存知の方もいらっしゃると思
いますが、同じような古歌に
「手を打てば鳥は飛び立つ鯉は寄る 女
中茶を持つ猿沢の池」
　と、奈良の興福寺のほとりにある猿沢
池の茶店で男の人が女中を呼ぶために手
を打ったところ、鳥は驚き飛び立ち、池
の鯉は餌をくれるものと手の鳴る方へ
寄ってくる。こちらも、その立場が変わ
れば全く違ったものとして捉えてしまう、
という話です。
　何を申したいかと言いますと、先月も
ブログで述べましたが、門祖550回御遠
諱が終わり開導聖人ご生誕200年ご奉公
へ結前生後された訳ですが、そのご奉公
の一環として御奉公ポイント制が始まり
ました。概要については先月号のほほえ
み新聞に記されていますので、それに
沿って進めていただければよいのですが、
少しばかり私なりの補足というか、所感
をお伝えします。　
　時代的にポイント制というと世間でい
う「何か物が貰える・・・割引きがあ
る」と、単純に考えがちですが、私的に
は「御導師ケチや」と思われるかも知れ
ませんが「何かが貰える・・・とか割引
きがある・・・ご奉公で割引きがあった
らおそろしいのですが・・・」何もない
のです。こういうとまた語弊があるかも
知れませんが、記録なのです。

 

 

  

 

■プロフィール

　西村  淳晨

　本門佛立宗 良風寺住職

紙上＠住職ブログ
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